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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、de novoピリミジン生合成における第4段階の酵素反応、すなわちユビキノンを介したジヒドロオロト酸からオロト酸への酸化を触媒する。このタンパク質はミトコンドリア内膜の外表面に位置するミトコンドリアタンパク質である。[RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：(S)-ジヒドロオロト酸 + O(2) = オロト酸 + H(2)O(2).,補因子：サブユニットあたり1個のFADに結合する。,経路：ピリミジン代謝；de novo経路によるUMP生合成；HCO(3)(-)からのUMP：ステップ4/6.,類似性：ジヒドロオロト酸脱水素酵素ファミリーに属する。,
	研究分野
	ピリミジン代謝;
	画像データ
	

	DHODH抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	DHODH抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	DHODHポリクローナル抗体を用いたJurkat細胞のウェスタンブロット解析

